


































フィールドセンター 3 部門 6 分野の教員とその教育研究を力強くサポートする技術職員によって，このような全学で高く
評価されている農学研究科を代表する活発な教育研究活動が展開されています。





























山本（佐藤）理恵 1・戸澤あきつ 2，3・丹内正樹 1・小倉振一郎 2*
The change of stress level in dairy cows associated with milking training of students
































































































ルフェア評価法として開発された Welfare Quality® 











を分析した。コルチゾール濃度の測定は Cortisol EIA kit

















































（平均 25.2 kg /日 /頭）にくらべ実習開始に伴い経時的に
乳量が減少し，実習 4日目（平均 21.8 kg /日 /頭）および
























日（7.1-12.7 mg /dl）にくらべ実習 1日目（10.9-17.7 mg /dl）





















べ実習 4日目（平均 0.69 ng/mL）および実習終了 4日後（平
均 0.71 ng/mL）で有意に高く（P<0.05），逆に乳中オキシト
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struction and Restoration after the Great East Japan Earthquake 
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Project Activities-, in“The 2011 Japan Earthquake and Tsunami: 
Reconstruction and Restoration”, eds. By Vicente Santia-
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Suzuki, Takae, Toru Uno, Ryosuke Tajima, Toyoaki 
Ito, Masanori Saito（2017） Optimum level of soil available 
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Tajima, Ryosuke（2017） Phenotyping of root system archi-
tecture using root model. 2017 JST International Workshop on 


















Ogura, S., I. Kajiwara and S. Sato, Eﬀect of water tem-
perature on drinking behavior and stress response of sheep. Pro-
ceedings of 51st Congress of the International Society for Ap-
plied Ethology. p.98. （Aarhus, Denmark, 7 Aug）
高見澤真太，中野美和・宍戸哲郎・小倉振一郎，摂取植
物種の多様性がウシのルーメン消化に及ぼす影響．日本草









Tozawa, A., S. Ogura, Y. Maeda, Y. Kato and Y. Na-
kai, Measurement of physiological substances in milk for evalu-
ating welfare level of cows. Proceedings of 68th Annual Meeting 




















Suyama,Y., Mori, G.M., Mitsuyuki, C., Tsunamoto, Y. 
（2017） MIG-seq: an eﬃcient genome-wide sequencing method 
for conserveation genetics of mangroves. Workshop for Man-
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dence, Shenzhen, China, July 26）
Suyama, Y.（2017） Bamboo studies using MIG-seq: a nov-
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TROP Meeting Room, Faculty of Forestry, Kasesart University, 
Bangkok, Thailand, September 6）
Suyama, Y.（2017） MIG-seq: an efficient PCR-based 
method for genome-wide genotyping. IUFRO 2017 Genetics & 
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Suyama, Y., Mori, G.M., Mitsuyuki, C., Tsunamoto, 
Y.（2017） MIG-seq: efficient PCR-based method for ge-
nome-wide sequencing using NGS. XIX International Botanical 
Congress. （Shenzen Convention & Exhibition Center, Shenzhen, 
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Binh, H.T., Ngoc, N.V., Tagane, S., Toyama, H., Mase, 
K., Mitsuyuki, C., Strijk, J.S., Suyama, Y., Yahara, 
T.（2017） A taxonomic study of Quercus langbianensis complex 
based on morphology, and DNA barcodes of classic and next 
generation sequences. IUFRO 2017 Genetics & Genomics of 
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Fagaceae.（Shanghai Chenshan Botanical Garden,Shanghai, 
China, November 1-3）
Suyama, Y., Mitsuyuki, C., Ito, M., Yahara, T.（2017） 
Genome-wide DNA barcoding: new concept of species identiﬁ-
cation tool using next-generation sequencing. 7th International 
Barcode of Life Conference.（Nombolo Mdhluli Conference 
Centre, Skukuza, South Africa, November 20-24）
Fukasawa, Y.（2017） The geographical gradient of pine log 
decomposition in Japan. BIOGEOMON 9th International Sym-
posium on Ecosystem Behavior（Litomysl Chateau, Litomysl, 
August 20-24）
Fukasawa, Y., Pouska, V., Bače, R., Zíbarová, L., Or-
man, O., Král, K., Svoboda, M., Boddy, L.（2017） Eﬀects 
of fungal wood decomposers on Picea abies seedling establish-
ment on coarse woody debris. Ecology Across Borders （ICC 



































































































































































Kijima, A., Kogure, K., Fujikura,K., and Kitazato, K., What 
is the Project TEAMS （Tohoku Ecosystem-Associated Marine Sci-
ences）-Reconstruction from the Great East Japan Earthquake and 
Tsunami and Restoring Rich Ocean through Science., TEAMS-Ch-
ulalongkorn University Thailand Joint Workshop on Ecosystem Dis-
turbances by Natural Disaster such as Earthquake and Tsunami., 15 
June 2017. Bankok,Thailand.（2017）
Kijima, A., What is the Project TEAMS （Tohoku Ecosys-
tem-Associated Marine Science） For Reconstruction from GEJE 
and For Restoring a Rich Ocean through Science. APEC Project 
（OFWG 03 2016） APEC Workshop on Marine Observation and 
Research Towards Evidence Based Sustainable Ocean Gover-
nance. 28 June 2017. Tokyo, Japan（2017）
Kijima, A., The TEAMS Project （Tohoku Ecosystem-Asso-
ciated Marine Science） For Reconstruction from GEJE and For 
Restoring a Rich Ocean through Science.  APRU-IRIDeS 





























青葉山コモンズ，仙台，5月 27～ 28日）（ポスター）（2017） 
Jia, Lei and Morita, Kiyohide, The Development of Agri-
cultural Enterprise Forms in China: With Farmer Cooperatives 















季大会（2017年 3月 26日 -30日，東京）
Yonezawa, C. and Watanabe, M, Paddy Rice Field Ex-
traction From Full Polarimetric Pi-SAR-L2 Data Acquired at 
Maturing Stage,International Symposium on Remote Sensing 
2017（2017年 5月 17-19日，名古屋）
Yonezawa, C. and Watanabe,M., Airborne L-Band 
SAR Observation for Paddy Rice Fields in Semi-Mountainous 
Region,International Geoscience and Remote Sensing Sympo-






























籍した学生は，学部 4年生 8名，大学院博士課程前期 2年




























































































































































































































































































































































































































































































































年生全員 160名が 4班に分かれ，各班 1泊 2日で計 4回実
習を行った（写真 1）。6月は 3年生生産フィールド実習Ⅱ（写
真 2），7月は複合生態フィールド科学専門実習を実施。そ











































写真 1 写真 2 写真 3
写真 10 写真 11 写真 12
写真 7 写真 8 写真 9























































































































































































































































































































1.MS広報活動 平成 29年 4月 15日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
2.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 4月 21日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
3.MS広報活動 平成 29年 4月 22日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
4.MS広報活動 平成 29年 5月 13日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
5.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 5月 15日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
6.MS広報活動 平成 29年 5月 20日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
7.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 6月 21日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
8.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 19日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
9.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 8月 22日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
10.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 20日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
11.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 25日 女川湾採泥調査　東海大学
12.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 26日 女川湾採泥調査　東海大学
13.翠皓ドック（上架） 平成 29年 9月 27日 定期ドックのため，女川より石巻まで回航処置
14.翠皓ドック（下架） 平成 29年 10月 16日 定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
15.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 10月 18日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）（アシュラ採泥数か所）
16.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 11月 14日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
17.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 15日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
18.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 1月 12日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
19.翠皓定期検査ドック（上架） 平成 30年 1月 30日 船舶定期検査ドック整備のため，女川より石巻まで回航処置
20.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 ※船舶定期検査ドック整備中により傭船にて定点観測実施
21.翠皓定期検査ドック（下架） 平成 30年 3月 7日 船舶定期検査ドック整備完了により，石巻より女川まで回航処置
22.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 3月 15日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
【海生　運航業務】
1.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 4月 5日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
2.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 4月 6日 MS調査　女川湾におけるプランクトン・ベントスの採集と環境データ測定
3.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 4月 14日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため




5.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 5月 9日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
6.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 5月 10日 MS女川湾における生物群集の変動他
7.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 5月 11日 MSの計測機器見学
8.MS調査　水圏植物生態学分野 平成 29年 5月 16日 MS女川湾内潮間帯岩礁域の生物相調査
9.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 5月 19日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
10.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 5月 23日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
11.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 5月 30日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
12.MS調査　水圏動物生理学分野 平成 29年 5月 31日 MS垂下養殖ホタテガイの回収と再設置
13.MS調査　水圏動物生理学分野 平成 29年 6月 7日 MS垂下養殖ホタテガイの回収と再設置
14.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 6月 8日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
15.MS調査　水圏植物生態学分野 平成 29年 6月 12日 MS女川潮間帯生物調査
16.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 6月 13日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
17.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 6月 14日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
18.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 6月 27日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
19.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 6月 27日 MS採水・プランクトン採集
20.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 6月 28日 MS採水・プランクトン採集
21.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 6月 29日 MS採水・プランクトン採集
22.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 7月 6日 MS女川湾ｓｔ 1での生物採集
23.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 6日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
24.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 7日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
25.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 13日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
26.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 14日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
27.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 7月 20日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
28.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 26日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
29.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 8月 1日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
30.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 8月 7日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
31.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 8月 7日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
32.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 8月 10日 MS小乗浜養殖筏にて水中カメラのテスト
33.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 8月 18日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
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34.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 8月 21日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
35.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 8月 31日 MS調査　st.1（多項目水質計）
36.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 4日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
37.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 9月 5日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
38.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 11日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
39.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 9月 13日 MS調査　st.1（多項目水質計）
40.MS調査　水圏動物生理学分野 平成 29年 9月 14日 MSホタテガイの性分化過程を解析するため，ホタテガイの垂下を行う
41.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 9月 19日 女川湾 st1における生物採集
42.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 9月 22日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
43.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 29日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
44.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 10月 5日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
45.MS調査　水圏動物生理学分野 平成 29年 10月 6日 垂下ホタテガイの回収と再設置
46.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 10月 10日 MS調査　st.1（多項目水質計）
47.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 10月 17日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
48.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 10月 19日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
49.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 10月 26日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
50.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 11月 2日 MS調査　st.1（多項目水質計）
51.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 11月 7日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
52.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 11月 10日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
53.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 11月 13日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
54.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 11月 15日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
55.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 11月 21日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
56.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 11月 29日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
57.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 6日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
58.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 12月 7日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
59.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 12日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
60.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 15日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
61.MS調査　水圏動物生理学分野 平成 29年 12月 18日 垂下ホタテガイの性分化過程を解析するためホタテガイの垂下を行う
62.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 12月 19日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
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63.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 21日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
64.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 26日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
65.MS調査　附属フィールドセンター 平成 30年 1月 5日 MS調査　st.1（多項目水質計）
66.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 1月 11日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
67.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 1月 17日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
68.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 1月 17日 MSに関連した養殖環境調査の一環でセディメントトラップを設置するために使用する
69.MS調査　生物海洋学分野 平成 30年 1月 19日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
70.MS調査　附属フィールドセンター 平成 30年 1月 22日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
71.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 1月 24日 MSに関連した養殖環境調査の一環でセディメントトラップを回収するために使用する
72.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 1月 29日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
73.MS調査　生物海洋学分野 平成 30年 2月 8日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
74.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 13日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
75.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 13日 MSに関連した養殖環境調査の一環でセディメントトラップを設置するために使用する
76.MS調査　附属フィールドセンター 平成 30年 2月 14日 MS調査　雄勝湾調査（多項目水質計）
77.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 21日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
78.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 21日 MSに関連した養殖環境調査の一環でセディメントトラップを回収するために使用する
79.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 26日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
80.附属フィールドセンター 平成 30年 2月 26日 海生上架（船外機新替他）
81.附属フィールドセンター 平成 30年 2月 28日 海生下架（船外機試運転）
82.MS調査　生物海洋学分野 平成 30年 3月 8日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
83.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 3月 15日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
84.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 3月 19日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
85.MS調査　附属フィールドセンター 平成 30年 3月 20日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
86.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 3月 26日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため

























科学英語購読 I, II, III, IV 大村　道明 資源環境経済学系を対象とした科学英語購読を担当した。
入門演習 大村　道明 学部 2年生を対象とした演習を分担した。
現代日本農業論 盛田　清秀 学部 3年生を対象とした講義をおこなった。































複合生態フィールド制御学特論 米澤　千夏 大学院前期 2学期に，複合生態フィールド制御学特論を講義した。
























































































応用動物科学コースでは，平成 29年 5月（2泊 3日），





















































 平成 29 年 4 月 14 日～ 15 日，21 日～ 22 日，5
月 12日～ 13日，19日～ 20日の日程で，学部 1

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































開 催 日 時：平成 29年 7月 23日（日）
午前 10時～午後 3時半
開 放 施 設：研究棟講義室・実習室・談話室・ゼミ室・
研究棟 1階廊下・24号～ P1圃場周辺の森林
参 加 人 数：51名（初参加 12名・リピーター 39名）
参加者内訳：研未就学児：4名　小学生 21名・























































開 催 日 時： 平成 29年 9月 30日（土）
午前 10時～午後 3時半
開放施設：研究棟　講義室・実習室・水田
参 加 人 数：26名（初参加 20名・リピーター 6名）












4. 平成 29 年度　講演会・研修会等関係
























































センター主催行事 年月日 主な対応者等 人数 延人数


















































センター主催行事 年月日 主な対応者等 人数 延人数
「セミナー東北の自然（春）」 平成 29年 5月 27-28日 陶山　佳久　准教授 19 38
「セミナー東北の自然（秋）」 平成 29年 10月 21-22日 小倉振一郎　教授 20 40
40
ギャザリング型実習プログラム
大学名 実習名・科目名等 利用期間 人数 日数 延人数 実習対応者
東北工業大学







宮城学院女子大学学芸学部 1 3 3
東北大学大学院理学研究科 1 3 3
東北大学大学院法学研究科 1 3 3




H29.  5.27～ H29.  5.28
1 2 2
陶山　佳久　准教授
東北大学経済学部 2 2 4
東北大学医学部 1 2 2







東北大学海外留学生 19 2 38





大学名 実習名・科目名等 利用期間 人数 日数 延人数 実習対応者
信州大学











宮城大学 12 3 36
東北学院大学 1 3 3
東北芸術工科大学 1 3 3
仙台白百合学院大学 6 3 18
東北工業大学 4 3 12
関東学院大学 3 3 9










東北大学工学部 1 1 1
東北大学農学部 4 1 4
















H29.  4.19～ H29.  4.22
2 4 8
陶山　佳久　准教授




H29.  5.29～ H29.  6.  2 1 5 5 陶山　佳久　准教授
京都大学大学院農学研究科 森林生態学特論 1 H29.  5.29～ H29.  6.  2 8 5 40 陶山　佳久　准教授




















H29.  7.23～ H29.  7.24
8 2 16
陶山　佳久　准教授
POSTECH（韓国） 2 2 4
GIST（韓国） 2 2 4
KAIST（韓国） 1 2 2
同済大学（中国） 2 2 4
清華大学（中国） 3 2 6
北里大学獣医学部獣医学科
森林と生物多様性に関する実習 H29.  7.23
1 1 1
清和　研二　教授



























































東北大学東北アジア研究センター 陸圏生態学分野との合同ゼミ H29.11.25～ H29.11.26 5 2 10 小倉振一郎　教授







福島大学理工学類 6 2 12
弘前大学農学生命科学部生物学科 3 2 6
山形大学理学部・理工学研究科 2 2 4
北海道大学大学院 DNA実験講習会 H30.  1.15～ H30.  1.18 1 4 4 陶山　佳久　准教授
新潟大学教育学部 実験講習会参加のため H30.  1.17～ H30.  1.19 2 3 6 陶山　佳久　准教授












H30.  3.21～ 7 1 7 多田　千佳　准教授
オーダーメイド型実習プログラム　合計 214 92 430
内大学院生 75 　 189




5. 平成 29 年度の主な来訪者等
　複合陸域生産システム部（共同研究・視察見学研修・体験学習・共同利用実習など）
団　体　等　名 年月日 主な対応者 人数 延人数
日本大学工学部 H29.  4.18～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
九州大学大学院　理学研究院 H29.  4.19～ H29.  4.22 陶山　佳久准教授 3 12
宮崎大学 H29.  4.19～ H29.  4.22 陶山　佳久准教授 1 4
遺伝子組換実験圃場説明会および見学会 H29.  4.29 牧野　　周　教授　他 9 9
森林総合研究所 H29.  5.2～ 齋藤　雅典　教授 3 3
日本大学工学部 H29.  5.16～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳　准教授　　　　　
1 1
森林総合研究所樹木分子遺伝研究領域 H29.  5.18～ H29.  5.19 陶山　佳久准教授 3 6
北海道大学苫小牧研究林 H29.  5.18～ H29.  5.19 陶山　佳久准教授 1 2
東京大学大気海洋研究所 H29.  5.29～ H29.  6.  2 陶山　佳久准教授 1 5
京都大学大学院　農学研究科 H29.  5.29～ H29.  6.  2 陶山　佳久准教授 1 5
石川県立大学 H29.  6.  2～ H29.  6.  3 福田　康弘　助教 1 2
Data fm　エフエム仙台　「forever green project」 H29.  6.  3 陶山佳久准教授 19 19
日本大学工学部 H29.  6.13～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
山形大学　理学部 H29.  6.23～ H29.  6.25 陶山　佳久准教授 1 3
京都大学大学院人間・環境学研究科 H29.  6.25～ H29.  6.26 陶山　佳久准教授 1 2
首都大学東京・都市環境学部 H29.  6.25～ H29.  6.26 陶山　佳久准教授 1 2
宮城県仙台向山高等学校　理数科 1学年 H29.  6.26～ 伊藤　豊彰准教授 43 43
大崎市立鬼首小学校　1-4年 H29.  6.29～ 千葉　　孝・佐々木友紀・千葉　純子 15 15
大崎市産業政策課自然共生推進係 H29.  7.  1～ 伊藤　豊彰准教授 75 75
日本有機資源協会 H29.  7.  6 多田千佳准教授 1 1
日本大学工学部 H29.  7.11 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授　　　　　
1 1
東京大学大学院農学生命科学研究科 H29.  7.18～ H29.  7.19 陶山　佳久准教授 2 4
国立環境研究所　生物・生態系環境研究センター H29.  7.18～ H29.  7.19 陶山　佳久准教授 2 4
福島大学農学系教育研究組織設置準備室 H30.  7.21 齋藤　雅典　教授 1 1
大阪府立大学大学院　理学系研究科生物科 H29.  7.31～ H30.  8.  4 陶山　佳久准教授 1 5
大崎市市民協働水深環境保全課　環境教育事業
「エコキッズ」
H29.  7.31～ 多田　千佳准教授
千葉　　孝・佐々木友紀・千葉　純子
30 30
日本大学工学部 H29.  8.  2 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
加美町中新田小学校 H29.  8.  3 佐々木友紀・千葉　純子 3 3
日本有機資源協会 H29.  8.  7 多田　千佳准教授 1 1
秋田大学 H29.  8.10 陶山　佳久准教授 1 1
宮城県庁　畜産科 H30.  8.18 千葉　　孝 1 1
千葉大学大学院　園芸学研究科 H29.  9.  4～ H29.  9.  7 陶山　佳久准教授 1 4
新潟大学 H29.  9.  4～ H29.  9.  5 小倉振一郎　教授 1 2
農研機構 H29.  9.  4～ H29.  9.  5 小倉振一郎　教授 1 2
日本大学工学部 H29.  9.  7 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
日本有機資源協会 H29.  9.  7 多田　千佳准教授 1 1
新潟大学理学部 H29.  9.  7～ H29.  9.  9 陶山　佳久准教授 1 3
秋田中央高校 H29.  9.11 中井　　裕　教授 11 11
関東学院大学 H29.  9.13～ H29.  9.15 伊藤　豊彰准教授 1 3
新潟明訓高等学校 H29.  9.16～ H29.  9.18 陶山　佳久准教授 4 12
日本有機資源協会 H29.  9.19 多田　千佳准教授 1 1
早稲田大学文学学術院 H29.  9.19～ H29.  9.22 陶山　佳久准教授 1 4
東海村役場 H29.  9.19 多田　千佳准教授 3 3
日本有機資源協会 H29.  9.20 多田　千佳准教授 1 1
ハイポネックスジャパン（株） H29.  9.22 齋藤　雅典　教授 4 4
宮城県古川工業高等学校 H29.  9.22 福田　康弘　助教 4 4
仙台青葉学院短期大学　栄養学科 H29.  9.25～ 齋藤　雅典　教授 5 5
宮城県林業技術総合センター H29.  9.27 齋藤　雅典　教授 2 2
44
団　体　等　名 年月日 主な対応者 人数 延人数
宮城県北部地方振興事務所 H29.  9.28 千葉　　孝 1 1
宮城県古川黎明高等学校 H29.10.  3～ 多田　千佳准教授 17 17
鳴子保育園・虹の精保育園園長 H29.10.  3～ 多田　千佳准教授・千葉　純子 2 2
宮城県林業技術総合センター H30.10.12～ H30.10.13 齋藤　雅典　教授 6 6











宮城県林業技術総合センター H30.11.  1 齋藤　雅典　教授 2 2
一般社団法人　日本有機資源協会 H30.11.  2 多田　千佳准教授 1 1
宮城県林業技術総合センター H29.11.  6 齋藤　雅典　教授 3 3





東北農政局 H30.11.  9 千葉　　孝 3 3
大崎市鳴子保育園 H30.11.14 佐々木友紀・千葉　純子 4 4




北海道大学 H29.11.28～ H29.12.  1 陶山　佳久准教授 1 4




秋田県立大学　生物資源科学部　 H29.12.18～ H29.12.19 陶山　佳久准教授 1 2
福島大学理工学類 H29.12.18～ H29.12.19 陶山　佳久准教授 1 2
弘前大学農学生命科学部生物学科 H29.12.18～ H29.12.19 陶山　佳久准教授 1 2
福島大学 H29.12.18 齋藤　雅典　教授 1 1
横浜国立大学 H29.12.18 齋藤　雅典　教授 1 1
宮城県林業技術総合センター H29.12.20 齋藤　雅典　教授 3 3
福島県磐城農業高等学校 H29.12.22 多田　千佳准教授 2 2
環境管理支援機構 H29.12.25 齋藤　雅典　教授 2 2
名古屋大学全学技術センター H30.  1.12 渋谷　暁一・佐々木事務長補佐・
佐々木友紀
1 1
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園 H30.  1.15～ H30.  1.18 陶山　佳久准教授 1 4
日本大学工学部 H30.  1.17～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
新潟大学教育学部 H30.  1.17～ 陶山　佳久准教授 1 3
環境管理支援機構 H30.  1.24～ 齋藤　雅典　教授 3 3
宮城県林業技術総合センター H30.  2.  1～ H30.  2.  6 齋藤　雅典　教授 4 4
日本大学工学部 H30.  2.15～ H30.  2.16 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
3 6
中国揚州大学 H30.  3.  1～ 小倉振一郎　教授 4 4
環境管理センター H30.  3.22～ 齋藤　雅典　教授 2 2
宮城県林業技術総合センター H30.  3.23～ 齋藤　雅典　教授 2 2
日本大学工学部 H30.  3.24～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
4 4

















5/18 8/2 10/6 453.4 33.3
減々栽培
1号 -③ 25.8 5/18 8/2 10/6 470.5 34.2
1号 -④ 22.0 5/17 8/3 10/5 463.9 33.9
1号 -⑤ 17.0 5/17 8/3 10/5 472.9 34.5
3号 -① 41.0 5/19 8/4 10/10 447.4 41.7
3号 -② 38.6 5/16 8/4 10/12 528.3 52.3
3号 -③ 39.2 5/19 8/4 10/12 412.9 45.2
4開 -② 18.6 5/9 7/31 10/2 395.3 23.5
4開 -④ 24.3 5/9 8/1 10/2 450.2 27.0
4号 -④ 33.9 5/11 8/2 10/3 419.0 38.2
4号 -⑤ 31.2 5/11 8/2 10/3 388.1 30.4
4号 -⑥ 23.0 5/11 7/31 10/4 369.5 27.9
4号 -⑦ 22.5 5/11 8/2 10/4 438.6 32.8
4号 -⑧ 20.2 5/16 8/4 10/6 506.6 41.8
4号 -⑪ 9.2 5/16 8/4 10/10 522.1 34.5
小計 390.0 446.1 36.9
4開 -① 13.5
ひとめぼれ
5/24 8/11 10/18 284.4 21.3
有機栽培
4開 -③
6.7 5/24 8/11 10/18 280.6 20.1
7.2 5/24 8/11 10/18 324.7 20.1
4号 -① 10.2 5/23 8/10 10/17 313.3 17.4
4号 -② 10.6 5/23 8/10 10/17 258.3 13.5
4号 -③ 12.2 5/23 8/10 10/17 262.4 14.3
小計 60.4 284.6 17.6
4開 -③ 8.3
ひとめぼれ
5/24 8/8 10/18 419.6 25.2
慣行栽培
4号 -① 9.8 5/23 8/8 10/16 480.2 35.3
4号 -② 10.4 5/23 8/8 10/16 512.5 37.2
4号 -③ 9.1 5/23 8/8 10/16 536.6 41.4
小計 37.6 489.4 35.1
4号 -⑨ 17.7
蔵の華
5/16 8/2 9/27 499.6 59.5
減々栽培，酒造米
4号 -⑩ 16.2 5/16 8/2 9/27 505.5 60.0
小計 33.9 502.4 59.7
4開 -⑤ 29.8
ゆきむすび
5/9 7/27 9/15 394.4 18.1 減々栽培，
低アミロース米
4開 -⑥ 25.3 5/9 7/27 9/15 333.4 15.4
小計 55.1 366.4 16.8


















を 4月 18日，「ゆきむすび」，「蔵の華」（マット苗）を 4
月 14日にそれぞれ行い，加温出芽させた後に育苗ハウス
内にて，プール育苗方式を用いて育苗を行った。4月 10，
11，17日にコンポストを 1t / 10a散布した。田植えは 5月
9日から開始して 5月 24日に終了した。出穂期は「ひとめ
ぼれ」（減々栽培）が 7月 31日～ 8月 4日，「ひとめぼれ」
（慣行栽培）が 8月 8日，「ひとめぼれ」（有機栽培）が 8
月 10日～ 8月 11日，「ゆきむすび」が 7月 27日，「蔵の華」














総収量は粗重量で 5563.5kg（2928kg / 10a）で平年を上回る
反収となった。
（2） 根菜類（ニンジン・ゴボウ）
3号圃場にて 5月 23日にプラウ耕，5月 24日に石灰散布，
耕起，5月 31日肥料散布，混和，6月 12日に畝立てを行っ
た。面積は各 7.5aで 6月 13日にゴボウ（滝野川），ニンジ
ン（真正国分鮮紅大長）を播種した。その後は，除草，間
引き，追肥，培土などの管理作業や病害虫防除に努めた。







3号圃場にて 5月 1日～ 15日まで下穴堀作業，5月 24
日に石灰散布，耕起，5月 29日から 6月 5日にかけて畝立
て，肥料散布，混和，支柱立て，ネット張りを行った。6




フィー 1066・ねばり芋）が 2206.5kg（1935.5kg / 10a），姫
















平成 29年 3月 29日に，化成肥料（N : P2O5 : K2O＝ 14 
: 10 : 13）を施肥（N＝ 15g /株）し，その後収穫時まで株
の育成のため花芽を随時切り取る作業を行った。
5月 30日に収穫，調整作業を行い，総収穫量は 135㎏で，








表 6-2　平成 29年度水稲及び畑作物の 10a当たり収量
作　　　目
平成 29度収量 平年収量
（kg / 10a） 指数（%） （kg / 10a）
水　　　　　 稲 427.7 90.7 471.3
バ レ イ シ ョ 2928 154.4 1895.8
ニ ン ジ ン 2766 190.7 1450.8
ゴ ボ ウ 835.1 196.7 424.6
ナ ガ イ モ 1935.5 72.3 2677.9
姫 神 芋 1070 64.1 1670
ウ メ 8.4 39.8 21.1
ル バ ー ブ 180 123.9 145.3





























生種のスノーデント 118Ｓを 5月 17日に播種したが，30 a
程度ぬかるみがあり播種できなかった。その後，クマの食

















平成 29年度，全草地 48.9 haのうち放牧地として 1026a
（20.7％）供用し，390a（7.9％）をワルナスビの影響で
耕作放棄し，残り 34.8haの採草を行った。採草地の年間収
量は，生草換算で 10a当たり 2.8t，年間 1085tとなった。
エゾノギシギシ防除として，4月 14日にハーモニーを 3g / 
10a散布した。










二番草の刈取り後の追肥は 8月 15日から 9月 21まで順次
行った。







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































薬　　　品　　　名 容　量 分　類 前年度在庫量 購　入　量 使　用　量 残　　　量
水田 エコホープ DJ 500g 普通物 - 500g 500g -
クリンチャー 1キロ粒剤 1kg 普通物 - 52kg 50kg 2kg
月光 1キロ粒剤 1kg 普通物 - 3kg 3kg -
コラトップ 1キロ粒剤 12 1kg 普通物 3kg 30kg 27kg 6kg
スタークル 1キロ H粒剤 1kg 普通物 1kg 51kg 51kg -
ゼータワン 1キロ粒剤 1kg 普通物 - 49kg 49kg -
タチガレン液剤 500㎖ 普通物 600㎖ 500㎖ 0㎖ 1,100㎖
テクリード Cフロアブル 500㎖ 普通物 500㎖ 1,500㎖ 1,600㎖ 400㎖
デジタルメガフレア箱粒剤 1kg 普通物 - 13kg 11kg 2kg
Dr.オリゼフェルテラ粒剤 1kg 普通物 15kg 74kg 29kg 60kg
Dr.オリゼフェルテラグレータム粒剤 1kg 普通物 4kg 0kg 2kg 2kg
ニトウリュウ 1キロ粒剤 1kg 普通物 - 4kg 1kg 3kg
ハイカット 1キロ粒剤 1kg 普通物 - 3kg 3kg -
バサグラン粒剤 3kg 普通物 - 52kg 12kg 40kg
フェルテラ箱粒剤 1kg 普通物 - 14kg 12kg 2kg
メガセータ 1キロ粒剤 1kg 普通物 1kg - 1kg -
モゲトンジャンボ 500g 普通物 - 3,000g 3,000g -
ワイドパワー粒剤 3kg 普通物 33kg 0kg 33kg -
薬　　　品　　　名 容　量 分　類 前年度在庫量 購　入　量 使　用　量 残　　　量
畑作 アグリマイシン 100水和剤 100g 普通物 700g 0g 700g -
アドマイアーフロアブル 100㎖ 劇　物 96.25㎖ - - 96.25㎖
ウララ DF 250g 普通物 174g - - 174g
ガードベイト A 2kg 普通物 16kg - 14kg 2kg
ジマンダイセン水和剤 250g 普通物 500g 250g 750g -
スターナ水和剤 100g 普通物 - 200g 200g -
センコル水和剤 100g 普通物 200g - 200g -
ゾーベックエケード 100㎖ 普通物 - 100㎖ 50㎖ 50㎖
ダイアジノン粒剤 3kg 普通物 8.4kg 9kg 12.86kg 4.54kg
トップジンM水和剤 250g 普通物 250g - - 250g
トレファノサイド乳剤 500㎖ 劇　物 360㎖ 500㎖ 860㎖ -
トレボン乳剤 100㎖ 普通物 98㎖ - 98㎖ -
ナブ乳剤 100㎖ 普通物 240㎖ 1,000㎖ 430㎖ 810㎖
バイジット粒剤 3kg 劇　物 9kg - 2.92kg 6.08kg
バスタ液剤 1,000㎖ 普通物 4,440㎖ 3,000㎖ 4,020㎖ 3420㎖
ハーモニー 75DF水和剤 10g 普通物 10g - - 10g
バリダシン液剤 5 500㎖ 普通物 - 1,500㎖ 1,400㎖ 100㎖
フェニックス顆粒水和剤 100g 普通物 76.5g - 22.5g 54g
プリロッソ粒剤 1,000g 普通物 920g - 83g 837g
ベルクートフロアブル 500㎖ 普通物 800㎖ 1,000㎖ 600㎖ 1,200㎖
ベンレート T水和剤 20 100g 普通物 600g 1,000g 600g 1,000g
ホライズンドライフロアブル 200g 普通物 - 200g 200g -
モスピラン水溶剤 100g 劇　物 156.5g - 156.5g -
モスピラン顆粒水溶剤 100g 劇　物 - 200g 3g 197g
ラウンドアップマックスロード 5.5ℓ 普通物 4.95ℓ - 4.95ℓ -
ランマンフロアブル 100㎖ 普通物 - 100㎖ 100㎖ -
レンザー水和剤 100g 普通物 99.5g - - 99.5g










10号の 1 250 スノーデント 1 18S 5月 17日 10月 3～ 4日 76,000 3,040
合計 250 76,000 3,040
表 6-6　採草地・放牧地および更新地の施肥基準
　　施 肥 量 （kg / 10 a）
区　　分
草地化成 複合尿素 尿　素 重過石 熔　燐 タンカル 堆　肥 成  　　分










早 　 　 春 20 2.6 5.2 2.0 4.0 
一 番 刈 後 10 4.1 3.9 1.0 2.0 
二 番 刈 後 15 3.0 1.5 3.0 
三 番 刈 後 5 10 400 2.0 3.5 2.6 




早 　 　 春 20 4.0 2.0 2.0 1.0 
追 肥 2） 45 9.0 4.5 4.5 2.3 
合 　 　 計 65 13.0 6.5 6.5 3.3 
更　新　地 30 30 50 100 2,000 5.1 26.5 5.1 
北山放牧地
（内施肥面積）
40 4.7 10.2 4.0 4.0 2.0 
1）表にあげた施肥基準は生草換算収量 3tとし，採草地には表 5-7に








3.0 13.1 7.0 10.0 
4.0 18.1 9.5 15.0 
5.0 23.1 12.0 20.0 


























A棟前 70 - - - - - - - 2.0 1.3 260 
3号 52 200 140 60 - - - 3,000 2.5 3.7 740 
6号 66 240 160 60 - - - 3,600 3.5 3.0 600 
7号の 1 115 400 280 100 - - - 6,000 3.5 3.1 620 
7号の 2 100 360 240 80 - - - 6,000 3.5 3.4 680 
8号 145 510 340 120 - - - 8,000 3.5 4.7 940 
9号の 1 179 840 560 180 - - - 10,000 4.5 5.1 1,020 
9号の 2 137 400 260 100 - - - 7,000 3.0 1.7 340 
10号の 1 300 - - - - - - -
10号の 2 300 1,240 820 280 - 16,000 4.0 3.1 620 
11号 200 820 540 180 - 10,000 4.0 3.8 760 
12号の 1 103 360 240 80 - 5,000 3.5 2.7 540 
13号の 3 200 820 540 180 - 10,000 4.0 3.0 600 
15号 200 480 280 120 - 11,000 2.5 2.6 520 
16号 87 260 160 60 - - - 4,000 3.0 2.4 480 
18号の 1 328 1,340 900 300 - - - 16,000 4.0 2.8 560 
18号の 2 434 1,800 1,200 800 - - - 22,000 3.0 2.3 460 
19号 93 380 240 80 - - - 4,000 4.0 3.0 600 
20号の 1・2・造 435 - - - - - - - - - -
20号の 3 200 820 540 180 - - - 10,000 2.5 2.8 560 
21号の１ 160 660 440 140 - - - 8,000 2.5 2.8 560 
21号の 2 300 1,240 820 280 - - - 16,000 2.5 2.5 500 
22号 65 260 180 60 - - - 4,000 2.5 1.8 360 






2号の 1 190 - - - - - - - - - -
13号の 1 320 760 440 180 - - - - 2.5 - -
13号の 2 216 520 300 120 - - - - 2.5 - -
5号の 2 300 - - - - - - - - - -
14号の 1 150 360 200 80 - - - - 3.5 - -
14号の 2 340 820 460 200 - - - - 3.5 - -
17号 101 - - - - - - - - - -
24号 90 - - - - - - - - - -
小　　　計 1,707 1,400 580 0 0 3.0 2.1 0
耕地内草地　合計 5,976 13,430 10,280 4,020 0 0 0 179,600 35.5 - 12,320 
53
表 6-9　採草地・放牧地の 10a当たりの施肥成分量
圃　　　場 面積 施肥成分量（kg / 10a）






A棟前 70 - - -
3号 52 10.6 5.3 5.3 
6号 66 7.8 2.6 2.6 
7号の 1 115 7.8 2.6 2.6 
7号の 2 100 7.8 2.6 2.6 
8号 145 7.8 2.6 2.6 
9号の 1 179 21.3 7.9 7.9 
9号の２ 137 - - -
10号の 1 300 - - -
10号の 2 300 10.9 3.6 3.6 
11号 150 14.5 4.8 4.8 
12号の 1 103 12.1 4.5 4.5 
13号の 3 200 16.7 6.2 6.2 
15号 200 7.8 2.6 2.6 
16号 87 7.8 2.6 2.6 
18号の 1 328 12.1 4.5 4.5 
18号の 2 434 9.1 3.0 3.0 
19号 93 12.1 4.5 4.5 
20号の 1・2・造 390 13.4 4.9 4.9 
20号の 3 200 7.8 2.6 2.6 
21号の 1 160
21号の 2 300 10.6 5.3 5.3 
22号 65 7.7 2.6 2.6 






2号の 1 190 - - -
5号の 2 300 - - -
13号の 1 320 12.1 4.5 4.5 
13号の 2 216 12.1 4.5 4.5 
14号の 1 150 10.6 5.3 5.3 
14号の 2 340 10.6 5.3 5.3 
17号 101 - - -
24号 90 - - -






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































圃番号 面　積 圃番号 面　積
1 1.30 13ノ 2 2.16
2ノ 1 1.90 13ノ 3 2.00
2ノ 2 1.00 14ノ 1 1.50
3 6.24 14ノ 2 3.40
4 6.24 15 2.00
5ノ 1 0.48 16 0.87
5ノ 2 3.00 17 1.01
6ノ 1 0.66 18ノ 1 3.28
6ノ 2 1.53 18ノ 2 4.34
6ノ 3 1.32 19 0.93
7ノ 1 1.15 20ノ 1 2.15
7ノ 2 1.00 20ノ 2 1.60
8 1.45 20ノ 3 2.00
9ノ 1 1.79 21ノ 1 4.51
9ノ 2 1.37 21ノ 2 3.00
10ノ 1 3.00 22 0.65
10ノ 2 3.00 23 0.68













牛 2頭を 5月 16日から 10月 17日の 154日間放牧した。ま
た，13号の 1と 13号の 2に 4月 17日から 5月 29日，6月
22日から 8月 14日，9月 26日から 10月 10日まで肉用牛
成雌牛（5-55頭）を放牧，14号の 1と 14号の 2に 4月 27













与した。毛刈りは 4月 27日に 14頭行った。
コンポストに関しては，平成 29年 4月 3日より平成 30









雌牛では経産牛 7頭，子牛 7頭の計 14頭，雄牛では成去





























　A. 繁殖成績（表 7-2-1，表 7-2-2，表 7-2-3）




























　A. 繁殖成績（表 7-4-1，表 7-4-2）





は 143± 50日で授精回数は 1.3± 0.48回であった。前回繁
殖状況は経産牛で空胎日数 167± 95日で授精回数 1.9±1.1
回であった。未経産牛は受胎月齢 16.3± 1.5ヶ月で授精回
数 1.4± 0.5回であった。































ポスト処理量は，平成 29年 4月 3日から平成 30年 2月 26
日までの間に 6回処理を行い，合計 360t生産した。作物へ










経 産 牛 44 7 5 42
若 牛 5 5 15 15（6）
育 成 牛 15 15 8 8
子 牛 5 16 7 8 6
小 計 69 16 0 14 0 71
雄
種 雄 牛 1 1
成去勢牛 12（12） 12（12） 6 6（6）
育成雄牛 6 6 12 12
子 雄 牛 5 20 9 12 4
小 計 24 20 0 21 0 23
合 計 93 36 0 35 0 94
日本短角種





経 産 牛 14 2 3 14
若 牛 4 2 4 5
育 成 牛 4 1 4 2 2
子 牛 0 4 1 1 2
小 計 22 4 1 3 1 21
雄
種 雄 牛 0 0
成 雄 牛 0 0
育成雄牛 0 0
子 雄 牛 2 10 10 2
小 計 2 10 0 10 0 2









経 産 牛 17 2 2 2 15
若 牛 1 1 4 4
育 成 牛 5 5 7 7
子雌牛（H） 3 12 1 7 7
子雌牛（F1） 0 0
小 計 26 12 3 2 0 33
雄
種 雄 牛 0 0
成 雄 牛 0 0
育 成 雄 牛 0 0
子雄牛（H） 1 5 1 0 5 0
子雄牛（F1） 0 0
小 計 1 5 1 0 5 0
合 計 27 17 4 2 5 33
緬羊





経 産 羊 7 2 4 9
若 羊 4 4 0
育 成 羊 0 0
子 雌 羊 0 8 1 7
小 計 11 8 1 0 2 16
雄
種 雄 羊 1 1 1 1
成 雄 羊 6 1 3 8
育成雄羊 0 0
子 雄 羊 3 7 1 3 6
小 計 10 7 1 1 0 15
合 計 21 15 2 1 2 31
家畜飼養区分の定義（羊）
経 産 羊 … 分娩した羊
若 羊・ 成 羊 … 雌は 8ヵ月以上分娩まで。雄は 8ヵ月以上
育 成 羊 … 4ヵ月以上 8ヵ月未満
子 羊 … 出生より 4ヵ月未満
家畜飼養区分の定義（牛）
経 産 牛 … 分娩した牛
若 牛・ 成 牛 … 雌は 18ヵ月以上分娩まで。雄は 18ヵ月以上
育 成 牛 … 6ヵ月以上 18ヵ月未満






























生　産 2 6 6 4 3 2 4 4 1 4 36
売　払 2 3 2 2 5 5 6 3 4 3 35
管理換 0
死　亡 0






























生　産 1 3 1 2 1 2 1 2 1 14
売　払 2 1 1 4 2 2 1 13
管理換 1 1
死　亡 1 1






























生　産 3 2 2 2 2 1 1 2 1 1 17
売　払 2 2
管理換 1 2 1 1 5
死　亡 1 1 1 1 4













































頭数 (のべ頭数） 率（%） 頭数（母牛） 率（%） 備　考
黒毛和種
経　産 44 34 77.3 1（受胎牛） 33 75.0
未経産 10 9 90.0 9 90.0
計 54 43 79.6 1 42 77.8
日本短角種
経　産 13 9 69.2 9 69.2
未経産 4 3 75.0 2 50.0 流産 1頭
計 17 12 70.6 11 64.7
＊繁殖供用頭数は当初淘汰予定牛を除いた頭数
＊死亡及び淘汰は繁殖供用牛の死亡及び淘汰を表す
番号 個体番号 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 最終授精日 妊娠の有無 備考
1 B1531 H17.  7.19 9 H27.10.  7 H28.  9.13 342 授精対象外
2 B1540 H17.  8.12 9 H28.  4.  4 H29.  8.  6 489 授精対象外
3 B1566 H18.  7.  7 9 H27.  4.  8 H28.  3.  5 332 授精対象外
4 B1567 H18.  7.  7 8 H28.  3.29 H29.  4.17 384 授精対象外
5 B1592 H18.11.16 8 H27.  8.25 H28.  8.  9 350 授精対象外
6 B1625 H19.  7.18 6 H27.  3.  4 H28.11.  5 612 授精対象外
7 B1631 H19.  8.30 7 H27.  6.13 H28.  6.19 372 授精対象外
8 B1639 H20.  1.29 7 H28.  3.  2 H29.  2.14 349 AI H29.  7.14 ○
9 B1641 H20.  5.15 6 H27.  8.25 H28.11.30 463 AI H29.  1.13 ○
10 〃 〃 7 H28.11.30 H29.10.29 333 授精対象外
11 B1645 H20.  5.30 5 H26.12.12 H27.11.  8 331 授精対象外
12 B1678 H21.  5.20 7 H28.  6.  8 H29.  5.23 349 AI H29.  8.15 ○
13 B1705 H22.  1.18 6 H28.11.13 H29.10.  8 329
14 B1712 H22.  5.17 6 H28.10.29 H29.10.  9 345
15 B1713 H22.  5.18 6 H28.  5.11 H29.  5.  5 359 AI H29.11.22 ○
16 B1718 H22.  6.10 6 H28.  5.29 H29.  5.16 352 AI H29.  6.30 ○
17 B1722 H22.  6.21 7 H28.  3.11 H29.  3.28 382 AI H29.  7.29 ○
18 B1738 H22.  8.21 5 H27.  8.10 H28.11.14 462 AI H29.  1.23 ○
19 〃 〃 6 H28.11.14 H29.11.  6 357
20 B1740 H23.  1.18 5 H28.  9.12 H29.11.28 442 AI H29.  2.19 ○
21 B1741 H23.  3.14 4 H27.11.14 H28.11.10 362 AI H29.  1.21 ○
22 〃 〃 5 H28.11.10 H29.11.11 366
23 B1744 H23.  5.17 3 H27.  6.  1 H28.10.14 501 授精対象外
24 B1745 H23.  5.20 4 H28.  2.  8 H29.  3.29 415 AI H29.  8.  4 ○
25 B1751 H23.  6.  1 4 H28.  3.12 H29.  3.  7 360 AI H29.  6.  4 ○
26 B1759 H23.  6.23 4 H28.  3.28 H29.  3.29 366 AI H29.10.18 ○
27 B1791 H24.  6.28 4 H28.  6.22 H29.  6.25 368 AI H29.10.26 ○
28 B1797 H24.  7.26 3 H28.  2.22 H29.  1.25 338 AI H29.  7.19 ×
29 B1798 H24.  7.28 4 H28.  7.13 H29.  6.15 337 AI H29.11.26 ○
30 B1799 H24.  7.29 3 H27.10.30 H28.  9.27 333 AI H29.  6.  8 ○
31 B1808 H24.10.  1 3 H28.  3.10 H29.  7.30 507 AI H29.11.18 ○
32 B1813 H24.12.  8 3 H28.  9.11 H29.  9.10 364
33 B1822 H25.  5.25 3 H28.  8.13 H29.  8.  6 358 授精対象外
34 B1824 H25.  5.28 3 H28.  7.  3 H29.  6.16 348 AI H30.  9.29 ○
35 B1826 H25.  6.  6 2 H27.  7.10 H28.  9.11 429 AI H29.  2.16 ○
36 〃 〃 3 H28.  9.11 H29.11.27 442
37 B1829 H25.  6.25 3 H28.  7.16 H29.  8.  3 383 授精対象外
38 B1830 H25.  6.30 2 H27.  9.  8 H28.  8.21 348 授精対象外
39 B1839 H25.  8.26 2 H27.12.13 H29.  4.13 487 AI H29.  5.27 ○
40 B1844 H25.  9.25 1 H28.  2.  7 授精対象外
41 B1851 H26.  3.18 2 H28.10.28 H29.  9.21 328
42 B1852 H26.  4.28 2 H28.  6.  9 H29.  7.  1 387 AI H29.  8.18 ○
表 7-2-2　黒毛和種繁殖成績
60
番号 個体番号 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 最終授精日 妊娠の有無 備考
43 B1855 H26.  5.  7 2 H28.  7.  8 H29.  6.29 356 授精対象外
44 B1859 H26.  5.20 2 H28.  5.  6 H29.  6.  7 397 AI H29.11.26 ○
45 B1864 H26.  6.11 1 H28.10.  3 AI H29.  4.17 ○
46 B1866 H26.  6.20 2 H28.  6.10 H29.  7.13 398 AI H29.12.15 ×
47 B1872 H26.  7.26 1 H28.10.16 AI H29.  1.24 ○
48 〃 〃 2 H28.10.16 H29.10.25 374 授精対象外
49 B1884 H27.  1.21 1 H29.  2.  7 AI H29.  6.  3 ○
50 B1886 H27.  3.  6 1 H29.  3.20 AI H29.  9.15 ○
51 B1891 H27.  4.25 1 H29.  7.31 AI H29.10.  4 ○
52 B1892 H27.  5.  6 1 H29.  5.  9 AI H29.  9.  6 ○
53 B1893 H27.  5.10 1 H29.  5.  8 AI H29.  9.27 ○
54 B1894 H27.  5.22 1 H29.  5.17 AI H29.  8.27 ○
55 B1895 H27.  5.23 1 H29.  6.14 AI H29.  9.12 ○
56 B1918 H27.12.13 0 AI H29.  6.29 ○
57 B1922 H28.  2.  7 0
58 B1927 H28.  3.11 0
59 B1931 H28.  4.  4 0 H29.10.  7 ○
60 B1940 H28.  7.  3 0
61 B1943 H28.  7.16 0 H29.11.24 ○
62 B1947 H28.  8.21 0
63 B1952 H28.  9.27 0




番号 個体番号 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 最終授精日 妊娠の有無 備考
1 N0447 H17.  6.27 9 H28.  3.12 H29.  7.  7 482 AI H29.10.26 ○
2 N0501 H20.  6.  9 5 H27.  6.26 H28.10.  1 463 AI H29.  4.  3 ○
3 N0507 H21.  5.20 4 H27.12.  9 H28.11.25 352 AI H29.  1.16 ○
4 〃 〃 5 H28.11.25 H29.10.31 340
5 N0513 H21.  6.19 6 H28.  3.24 H29.  5.27 429 AI H29.  8.22 ○
6 N1026 H24.  1.  8 4 H28.  6.24 H29.  9.  7 440
7 N1027 H24.  1.26 3 H27.11.20 H28.11.  2 348 AI H29.  3.  3 ○
8 N1044 H25.  8.  4 3 H28.  7.31 H29.  7.17 351 AI H29.10.27 ○
9 N1049 H26.  7.  1 1 H28.  7.10 AI H29.  4.15 ○
10 N1050 H26.  7.  3 2 H28.  8.28 H29.  9.  1 369
11 N1052 H26.11.  3 1 H29.  1.26 AI H29.  6.  7 ○
12 N1055 H27.  3.17 1 H29.11.  2
13 〃 〃 0 AI H29.  1.20 ○
14 N1056 H27.  6.24 1 H29.  7.13 AI H29.11.25 ○
15 N1063 H28.  3.12 0 AI H29.10.18 ○
16 N1064 H28.  3.24 0 AI H29.10.26 ○
17 N1069 H28.10.  1 0
18 N0971 H21.  5.25 4 H27.  4.12 H28.  5.30 414 授精対象外
19 N0972 H21.  6.  3 5 H27.  6.11 H28.  5.  7 331 授精対象外
20 N0977 H21.  6.19 5 H28.  7.13 H29.  8.29 412
21 N0987 H22.11.26 3 H27.  7.25 H28.  9.  5 408 AI H29.  2.19 ○
22 〃 〃 4 H28.  9.  5 H29.11.27 448
23 N1511 H25.  9.24 3 H28.  3.10 H29.  2.  4 331 授精対象外
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番号 個体番号 生年月日 初回授精月齢 受胎月齢 受胎牛授精回数 不受胎牛授精回数 備考 現況
1 H322 H28.  2.  3 13.2 15.9 2 受胎
2 H327 H28.  6.24 13.8 13.8 1 受胎
3 H328 H28.  7.  4 14.4 14.4 1 受胎
4 H331 H28.  8.11 14.0 15.2 2 受胎
5 H332 H28.  9.17 17.5 1 授精中
6 H333 H28.10.  1 16.9 1 授精中
平均値 15.0 14.8 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































散 布 月 日 作　　　　目 使 用 量（t）
2017/11/29 ～ 2017/12/  5 牧 草 355.0
2018/  3/29 ～ 2018/  3/30 デ ン ト コ ー ン 50.0
2017/  4/10～ 17，2017/11/14 水 田 41.0
2017/  4/10 ～ 2017/11/15 試 験 水 田 3.3
2018/  3/29 ～ 2018/  3/30 馬 鈴 薯 4.0











場　　　所 実施面積（ha） 実績数量（m3） 売払数量（m3） 金額（万円）
針葉樹（スギ）
17林班正門～六角会館前 1.02 25
260 120.917林班 3号 a 1.14 95







17林班 8号畑周辺 2.22 233


































水 稲 5.77 121.0 21.0 
大 豆 0.10 2.0 20.0 
麦 0.03 4.5 150.0 
バ レ イ シ ョ 0.19 13.5 71.1 
人 参・ 牛 蒡 0.15 50.5 336.7 
ナ ガ イ モ 0.12 8.5 70.8 
果 樹 2.27 25.0 11.0 
デントコーン 2.50 116.0 46.4 
牧 草（ 採 草 ） 33.62 599.5 17.8 

















（ℓ / h）平成 29年度 累　　計
トラクタ ヤンマー EG445 H 25.01 5 5,040 294.0 1308.7 831 2.8 
ヰセキ T7000 S 58.03 33 3,480 51.9 7,792.3 214 4.1 
MF165-3 S 51.03 40 3,231 72.6 8,344.4 235 3.2 
MF194-4 S 56.03 35 5,264 47.0 799.5 135 2.9 
MF265 S 59.03 32 4,590 39.1 5,281.6 128 3.3 
MF290 S 57.03 34 5,070 112.7 7,670.9 387 3.4 
MF3095 H 03.03 25 7,766 53.0 5,159.5 445 8.4 
JD6100 H 07.03 21 5,735 134.4 6,699.1 775 5.8 
JD6400 H 09.03 19 6,973 158.6 5,102.8 1,144 7.2 
ブルドーザ CAT-D4H S 61.03 30 11,300 0.1 3,044.8 0 0.0 
油圧ショベル CAT-E70B H 03.03 25 4,893 98.0 1,907.0 599 6.1 
ホイルローダ CAT-WS210Ⅱ H 09.03 19 3,605 0.0 7,509.9 0 0.0 
TCM-LL4-2 H 18.03 11 3,299 575.2 5,926.4 1,433 2.1 
TCM-L13-2（ロールグラブ付） H 16.03 13 7,770 542.2 8,600.6 4,095 6.1 
フォークリフト TCM　FD35T2 H 24.06 5 3,906 74.3 460.8 305 4.1 
スキットステアローダ トヨタ 3SDK4 H 06.03 22 1,483 17.0 534.9 23 1.4 
潅木刈払い機 RB-1500 H 12.12 16 10,815 0.1 533.9 0 0.0 
自脱コンバイン SR40GSSDRMW-S50C H 08.09 20 5,462 - - - -
乗用田植機 ポット苗，側条 LPR-6 S 63.03 28 1,470 - - - -
三菱MFP605VG H 08.03 20 1,457 - - - -
クボタ NSU67-IT5FR H 22.03 7 2,415 - - - -
ポット苗，RS-04 H 28.03 0 918 - - - -
乗用ロータリーモア カールⅡ NRMI3JH H 11.05 17 560 - - - -
運搬車 ヤンマー CG191SD-EW H 14.03 15 720 - - - -








（km / ℓ）平成 29年度 累　　計
乗用車 日産セレナ・VUA-TNC24型 H 15.03 1,905 1,996 83,484 349 5.7 
日産エクストレイル・UA-NT30 H 16.09 1,725 5,966 126,979 751 7.9 
ホンダシャトル・DAA-GP8 H 28.03 2,817 17,651 30,538 638 27.7 
三菱デリカ D:5　4WD H 27.02 2,529 11,823 24,823 960 12.3 
日産エクストレイル・DBA-NT31 H 24.03 2,095 4,258 25,194 599 7.1 
トラック 日産アトラス・KR-SR8F23 H 17.09 1,920 2,584 48,982 358 7.2 
日産コンドル・U-MK210FN H 05.11 6,199 1,811 103,996 423 4.3 
日産コンドルダンプ・KK-MK26A（改） H 15.03 5,670 673 26,182 287 2.3 
日野レンジャーダンプ・P-173BD4WD（スノープラウ付） S 60.12 6,910 71 53,348 75 0.9 
いすゞエルフ・KK-NKS71EA-6 H 13.03 3,605 7,168 100,693 978 7.3 
軽自動車ダイハツハイゼット 4WD660 H 20.07 804 3,596 54,621 367 9.8 
バイク ホンダ・スーパーカブ 202 H 14.06 169 - - - -
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表 9-4　現有のトラクタ用作業機
作 業 機 機 名 規　格・型　式 購入年月 経過年数（年） 取得価格（千円）
トレーラ　① MF21 S 45.08 46 390
〃　　　　② MF21 S 49.06 42 500
〃　　　　③ デリカ DTD2300 S 63.10 28 600
〃　　　　④ スター HD9（S） H 03.03 25 811
〃　　　　⑤ スター HD9（S） H 05.02 17 811
〃　　　　⑥ スター TMT5020S H 11.05 23 651
プラウ スガノ TOYB-18× 2 S 57.10 34 470
リバーシブルプラウ スガノ RQY202C　16-18-20× 2 H 13.03 16 797
ロータリーハロー　① コバシ KA201 S 55.03 36 680
〃　　　　　　　　③ ニプロ LT2000 S 63.03 28 650
〃　　　　　　　　④ ニプロ LX2202 H 03.03 25 649
ディスクハロー　① MTH2400スター式 H 02.03 26 632
ディスクハロー　② MTH2400スター式 H 13.03 16 488
パディーハロー コバシ PHN360AB S 56.03 35 458
ウイングハロー ニプロ HW-3702B-3L H 04.03 34 1,030
ニプロWRS3610N-0S H 25.01 6 911
ツースハロー ※ 770 S 40.03 51 120
マニュアスプレッダ　① デリカ DF3000 S 60.03 30 1,145
〃　　　　　　　　　② タカキタ DH2080D H 18.02 11 775
ブロードキャスタ　① ビコン PS400　帯状アタッチ付 S 62.02 29 315
〃　　　　　　　　② ビコン PS605　600 S 63.10 28 270
〃　　　　　　　　③ ビコン PS605　600 H 01.01 27 270
〃　　　　　　　　④ ビコン PS605　600 H 02.03 26 268
〃　　　　　　　　⑤ ビコン PS605　600 H 02.03 26 268
ライムソワ　① スターMSL-3030 H 04.08 24 281
〃　　　　　② スターMSL-3030 H 04.08 24 281
カーペットダスタ 丸山 CDM-2A H 11.03 17 1,499
ニューマッチプランタ タカキタ AS404TD S 57.01 34 680
ジェットシーダ タカキタ JS-4102 H 02.03 26 896
ポテトプランタ トカチ PK-2 S 53.03 38 430
ポテトディガ ニプロ VG1400 H 01.01 27 620
均平ローラ スター式 S 42.02 49 180
K型ローラ KP-822 S 45.09 46 170
重転圧ローラ 自家製 S 57.09 34 408
ズームスプレーヤ 共立 BSM-600W S 58.03 33 1,092
ブームスプレーヤ やまびこ製 BSN656S / 3-YN H 25.06 5 2,074
ロータリーカルチベータ ニプロ PK-510 H 02.03 25 483
コーンハーベスタ フェラボリー 2条ロークロップ S 60.03 31 4,329
レシプロモア ブサテス BM1205 H 02.03 26 484
ディスクモア クーン GMD44 S 57.10 34 780
モアーコンディショナ フェラボリー 2条ロークロップ H 15.09 13 2,394
ジャイロテッタ ブサテス BM1205 H 03.03 25 778
ジャイロテッタ クーン GMD44 H 28.03 1
ジャイロレーキ ビコン KM2401 H 03.03 25 623
ジャイロレーキ スターMGT6200 H 28.03 3 1,488
ロールベーラ スターMGT6310 H 21.09 9 4,886
スラリスプレッダ スターMGR3720 S 50.11 41 2,650




















新牛舎（771m2） 平成 20年 6月













椎茸乾燥室（35m2） 平成 26年 6月
実験室（35m2） 平成 26年 6月
地球温暖化防止フィールド教育研究棟（1601m2） 平成 26年 6月
27 17,147
28 17,147
29 乾燥及び畜産加工場の一部減築 178 16,969
表 9-4　現有のトラクタ用作業機
作 業 機 機 名 規　格・型　式 購入年月 経過年数（年） 取得価格（千円）
押土用ブレード ジョンディア JD582CPNRTW S 52.01 39 490
サブソイラ バウアーM22V S 55.07 36 250
フロントローダ バウアーMT500 S 62.02 29 945
ラッピングマシン ボンフォードパワードーザ H 10.03 18 1,499
畦塗機 MF27 H 04.02 24 460
畦塗機 MFL55A（ベールフォーク，広巾バケット付） H 28.03 1 797
圧送ポンプ ニューランド NR-301 H 04.03 24 1,246
トレンチャー 冨士トレーラーゼロ -2コンパス 17 H 04.03 24 989
ロータリーマルチ ニプロ　DZR302WNJC-0S H 04.03 24 156
同時播種施肥機 ROTA85T型 H 11.09 17 216
ブームモア ササキ TH-771 H 09.12 19 1,729
フレールモア コバシ平高畦 H 20.04 9 430
スノーブロワ クボタ FD102 H 27.01 2 939



































財源別 平成 28年度 平成 29年度
大学運営資金 128,177,141 121,509,964 
運営費交付金（機能） 9,264,000 8,497,000 
運営費交付金（特殊） 10,012 10,012 
間接経費 7,788,652 9,056,417 
寄附金 26,529,103 20,769,024 
受託研究 32,406,989 36,314,148 
受託事業 1,274,954 2,052,000 




平成 27年度 平成 28年度
件　数 金　　額 件　数 金　　額
円 円
基盤研究（A） 1 9,900,000 2 19,800,000
基盤研究（B） 3 14,400,000 3 8,100,000
基盤研究（C） 2 2,300,000 2 2,800,000
挑戦萌芽 2 3,500,000 1 800,000
挑戦的研究（開拓） - - 1 6,900,000
若手研究（B） 1 1,300,000 1 900,000
奨励研究 0 0 2 1,150,000
特別研究員奨励費 0 0 1 1,100,000
合　計 9 31,400,000 13 41,550,000
表 11-5　主な設備備品の整備状況
購入年月日 取得経費 品　　　　　　　名
H29.  5.25 資）運営費交付金（一般） 株式会社宮城ヤンマー商会 （株）IHIスター社製ジャイロテッダ 1台
H29.  5.30 資）科研費等寄附物品 株式会社セイミ CFX Connectリアルタイム PCR解析システム
H29.  8.23 資）運営費交付金（一般） 株式会社宮城ヤンマー商会 ヤンマーコンバイン
H29.  8.23 資）科研費等寄附物品 株式会社セイミ 水素発生装置
H30.  1.29 資）共同研究費 株式会社セイミ バイオシェーカー
H30.  2.20 資）共同研究費 株式会社セイミ 卓上ミニジャ フーァーメンター
H30.  3.  6 資）共同研究費 ヘンミ計算尺株式会社 バイオガス昇圧ポンプ
H30.  3.  7 資）運営費交付金（一般） 株式会社セイミ 卓上型人工気象器
H30.  3.  7 資）共同研究費 株式会社セイミ ミニジャ フーァーメンター















上　旬 7.0 6.9 12.0 20.0 26.6 26.2 33.2 29.0 28.0 24.8 20.9 10.3
中　旬 4.5 12.1 12.0 22.9 28.4 26.2 34.2 27.2 27.0 19.0 12.9 11.0
下　旬 7.6 6.5 14.1 20.6 32.4 28.2 31.3 30.6 26.5 18.9 14.3 7.0




上　旬 -5.0 -6.1 -5.9 -1.8 2.3 4.4 15.6 17.4 10.8 5.5 2.1 -3.5
中　旬 -9.7 -4.2 -5.5 -1.1 4.8 8.5 16.6 17.2 11.3 2.6 -3.2 -5.9
下　旬 -8.8 -7.4 -4.4 -0.9 8.6 11.2 14.0 11.9 5.4 3.8 -3.6 -6.2
月極値 -9.7 -7.4 -5.9 -1.8 2.3 4.4 14.0 11.9 5.4 2.6 -3.6 -6.2
降　　水　　量　（mm）
年 旬 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平成
29年
上　旬 29.0 48.0 36.0 6.0 7.0 50.5 72.5 80.0 37.5 21.0 7.0 3.0
中　旬 35.0 36.0 48.0 95.5 100.5 9.5 58.0 90.5 147.0 46.5 41.0 48.0
下　旬 26.0 20.0 29.0 2.5 29.5 46.5 99.5 88.5 57.0 157.5 25.0 39.5
月　別 90.0 104.0 113.0 104.0 137.0 106.5 230.0 259.0 241.5 225.0 73.0 90.5 1,773.5
平年値上　旬 41.7 27.3 30.9 28.9 33.6 39.2 71.2 53.1 57.1 52.5 36.2 33.5
中　旬 26.5 33.0 29.9 45.7 44.7 54.9 76.3 67.6 75.9 32.8 39.6 34.2
下　旬 34.7 22.7 34.9 48.7 47.9 70.1 59.8 97.0 58.2 47.0 35.9 42.5
月　別 102.9 83.0 95.7 123.3 126.2 164.2 207.3 217.7 191.2 132.3 111.7 110.2 1,665.7
日　照　時　間　（hr）
年 旬 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平成
29年
上　旬 34.2 25.0 43.8 56.9 76.5 36.1 73.8 9.9 66.5 32.6 51.1 36.2
中　旬 28.8 43.6 46.3 48.8 55.1 53.0 52.4 2.1 55.0 16.8 34.0 20.0
下　旬 44.7 37.6 49.5 75.6 72.9 55.6 32.0 35.8 50.6 28.9 39.3 26.0
月　別 107.7 106.2 139.6 181.3 204.5 144.7 158.2 47.8 172.1 78.3 124.4 82.2 1,547.0
平年値上　旬 27.8 37.6 43.4 60.0 60.3 56.8 37.6 45.2 36.1 41.0 44.3 31.2
中　旬 32.4 38.5 50.5 56.2 54.6 48.5 34.6 35.6 35.6 43.2 34.2 25.2
下　旬 35.5 34.7 53.0 65.4 69.0 39.5 45.4 46.3 36.7 50.1 37.1 32.1
月　別 95.7 110.8 146.9 181.6 183.9 144.8 117.6 127.1 108.4 134.3 115.6 88.5 1,555.2
降　水　日　数　（日）
年 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平 成 29 年 18 17 16 9 10 10 14 24 17 12 11 14 172
平 年 値 16.8 14.2 14.2 12.0 11.3 12.4 15.7 13.8 13.7 12.4 13.4 17.0 166.9
1．2017 年（平成 29 年）の気象観測表
気　象　観　測　表　（平成 29 年）
気　　　　　温　（℃）







最高気温上　旬 4.7 3.1 6.1 13.9 13.5 20.6 29.1 25.1 24.9 20.1 16.6 9.3
中　旬 0.5 4.7 7.2 15.2 15.9 20.1 29.8 22.5 24.0 15.2 9.6 5.1
下　旬 3.2 4.2 8.3 17.3 16.9 24.8 27.1 26.7 22.7 15.8 6.9 6.8
平　均 2.4 3.5 6.2 12.6 12.8 17.9 23.3 20.6 20.2 15.3 11.0 8.3 12.8
最低気温上　旬 -1.9 -3.0 -2.6 1.5 5.9 10.3 18.7 19.8 14.1 10.1 5.3 -1.4
中　旬 -5.5 -2.7 -1.9 3.5 9.1 11.3 20.0 18.7 14.7 7.3 1.1 -3.1
下　旬 -4.8 -3.2 -1.1 3.8 12.8 14.0 19.7 17.3 10.3 7.9 -1.5 -3.6
平　均 -4.1 -3.0 -1.9 2.9 9.3 11.9 19.5 18.6 13.0 8.4 1.6 -2.7 6.1
平均気温上　旬 1.5 0.1 1.5 7.4 13.4 14.9 23.4 22.0 19.0 14.8 10.4 1.7
中　旬 -2.4 0.7 2.4 9.4 14.0 16.4 24.3 20.2 18.9 11.2 4.7 0.0
下　旬 -0.7 -0.1 3.1 9.9 18.4 19.2 22.9 21.7 16.2 11.6 2.5 -0.3
平　均 -0.5 0.2 2.3 8.9 15.3 16.8 23.5 21.3 18.0 12.5 5.9 0.5 10.4
平年値
最高気温上　旬 3.1 2.7 5.2 12.3 18.5 22.0 23.8 28.2 25.4 19.9 14.3 7.6
中　旬 2.5 3.3 7.4 14.1 18.8 22.6 25.1 27.4 23.4 18.3 11.3 5.2
下　旬 2.3 4.3 8.8 16.7 20.7 22.6 27.1 26.7 21.2 15.8 9.4 4.6
平　均 2.6 3.4 7.1 14.4 19.3 22.4 25.3 27.4 23.3 18.0 11.7 5.8 15.1
最低気温上　旬 -3.9 -4.9 -3.1 1.0 6.5 11.8 16.1 19.6 16.9 9.9 3.6 -0.7
中　旬 -4.7 -4.4 -2.0 2.6 8.1 13.3 17.4 19.3 14.9 7.7 1.8 -2.2
下　旬 -5.0 -3.9 -1.0 4.5 9.6 14.7 18.9 18.2 11.8 5.2 0.2 -2.5
平　均 -4.5 -4.4 -2.0 2.7 8.1 13.3 17.5 19.0 14.5 7.6 1.9 -1.8 6.0
平均気温上　旬 -0.5 -1.1 0.9 6.5 12.4 16.6 19.6 23.3 20.7 14.5 8.6 3.2
中　旬 -1.1 -0.6 2.4 8.2 13.3 17.6 20.9 22.7 18.7 12.7 6.3 1.3
下　旬 -1.3 0.1 3.6 10.5 14.9 18.3 22.5 22.0 16.2 10.3 4.5 0.9
平　均 -1.0 -0.5 2.3 8.4 13.5 17.5 21.0 22.7 18.5 12.5 6.5 1.8 10.3
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 教　　　授  齋藤　雅典
 教　授（兼）  小倉振一郎
 　〃　  （〃）  中井　　裕
 　〃　  （〃）  清和　研二
 准　教　授 　　　 伊藤　豊彰
 　〃　  （兼）  深澤　　充
 　〃　  （〃）  多田　千佳
 　〃  　（〃） 　 陶山　佳久
 助　　　教  田島　亮介
 助　教（兼）　　　　　  福田　康弘
 　〃　  （〃）  深澤　　遊
 特 任 助 教  満行　知花
     （29.9.30辞職）
 技術専門職員  宇野　　亨
 　　〃  宍戸　哲郎
 　　〃  佐々木貴子
 技術一般職員  鈴木　政紀　
 教育研究支援者 戸澤あきつ
 　　〃  浅野　亮樹
 　　〃  阿部　憲一
  　　　〃  章　　真怡
     （29.5.1 採用）
  　　　〃  松尾　　歩
     （29.6.1 採用）
 研究支援者　　　　　　松倉　君予
 　　〃  佐々木清子
 産学官連携研究員 鈴木　貴恵
 　　〃　　　　　　　　綱本　良啓
　 技術補佐員  佐藤　陽子
  　〃　  阿部　　彩
 　　〃　  馬場　祥悦
   　（29.4.14 採用，9.30 任期満了）
　 　　〃　  菅原　有里
     （30.2.28辞職）
  　〃  横山　良美
     （29.10.1採用）
　　複合水域生産システム部
  　教　　　授  木島　明博
  　准　教　授  池田　　実
   　助　　　教　　　　　　栗田　喜久
  　技術専門職員  鈴木　善幸


























 林木係長（兼）   渋谷　暁一
 環境農林科長付（技術専門職員） 遊佐　良一
 技術専門職員   加納　研一
 　　〃    高橋　佳代
 技術一般職員　　  中山　拓也
 　　〃 　　（兼）  鈴木　政紀
　　　環境福祉畜産科
 科　　長（技術専門職員）  千葉　　孝
 肉牛係長（兼）   千葉　　孝
 乳牛係長（技術専門職員）  丹内　正樹
 資源循環係長（兼）  赤坂　臣智
 技術専門職員   梅津　知行
　　　　　　〃　  　　　　佐藤　理恵
 技術一般職員　　  藤田　典弘
 　　〃 　　　　  今野　真輔











 博士課程（後期）　　　　　2 年　宇野　　亨  
    　　　 （社会人）
    〃　茄子川　恒


























 博士課程（後期）  　　　 3 年　片町　太輔
   　　　 　　　 （社会人）
     〃　安藤　大樹
 博士課程（前期） 2 年　山本　祐樹
 学　部　学　生 4 年　高林　真汐
ウ．複合生態フィールド制御部
 博士課程（後期）  　　　 2 年　村田　裕樹
   　　　 　　　 （社会人）
 博士課程（前期）  　　　 1 年　古屋　　聡　
 学 部 研 究 生 　　オ イ ン ガ
　　　　　    〃 　　ム    シ    エ
 学　部　学　生 4 年　北本　章人
     〃　長谷川真子





　　　　　　〃    渋谷　昭弘
　　　　　　〃    後藤　貴紀




　　    
　事　務　部（農学研究科・農学部事務部）
　　　　事務長補佐   佐々木哲生
　　　　センター総務係長  佐々木恵理
　　　　事務補佐員   遠藤　裕子
　　　　　　〃    文屋　恵美 
　　　　センター業務係長   村田　哲彦
     （29.10.1転出）
　　　　　　〃    佐藤　聡啓
     （29.10.1転入）
 事務補佐員   舘内真由美
 　　〃　   村田　花恵













  　教　　　授  盛田　清秀
  　准　教　授　　　　　　米澤　千夏




  　教　　　授  小倉振一郎
  　准　教　授　　　　　　深澤　　充
   編　集　委　員
   清　和　研　二（委員長）
   陶　山　佳　久
   池　田　　　実
   米　澤　千　夏
   田　島　亮　介
   柿　原　秀　俊
   福　田　康　弘
   千　葉　　　孝
   佐　藤　和　也
   鈴　木　和　美
   佐々木　友　紀















本誌は，附属農場において，従前の川渡農場報告（5 年毎）と川渡農場運営概況（毎年）を統合し，昭和 62 年（第 3 号）
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　（D）研究論文については，以下のものを付け加えること。
　　（1）英文のタイトルをつけること。
　　（2）キーワードをつけること。
　　（3）できる限り要約をつけること。
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